別紙１　
中小企業等新事業創出連携推進事業補助金事業計画書
※斜体の注意書き（※のついているもの）を消して記入ください。
１．代表事業者概要
	名称
	

	所在地
	〒

	代表者役職氏名
	
	担当者名
	

	TEL
	
	FAX
	

	e-mail
	

	従業員数
	　人
	業種
	
	資本金
	円

	国の実施する持続化給付金を受給していますか？
	☐　している
給付通知書（写し）を添付してください
	☐　していない
「（別紙2）売上確認明細書」を添付してください

	新型コロナウイルス感染症の影響について
	※売上高減少や予約等キャンセル数など把握している影響（前年同月と比較できるものについては記載）について記入してください。
※その他、経営面等への影響について記入してください。
※様式は、適時枠の幅を広げてご記入ください。

























2． 事業計画
	補助事業計画名
	

	事業実施期間
	令和　　年　　月　　日　　～　　　令和　　年　　　月　　　日

	
①事業目的
※様式は、適時枠の幅を広げてご記入ください。
※図や表を用いながらの記載でも結構です。
※記入のポイント
・事業計画が、新事業創出を促進する内容となっているか
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②事業の確実性（実施体制、能力等）
※様式は、適時枠の幅を広げてご記入ください。
※図や表を用いながらの記載でも結構です。
※記入のポイント
・共同事業体の構成メンバー間で役割分担は明確にされており、連携による相乗効果が見込めるか
・実施スケジュールに無理はないか
・財務状況および資金調達計画からみて、補助事業の確実な遂行が見込まれるか
・事業実施における課題が整理され、的確な対策が講じられているか



















③事業内容（事業内容の熟度・具体性、工夫、費用対効果等）
※様式は、適時枠の幅を広げてご記入ください。
※図や表を用いながらの記載でも結構です。
※記入のポイント
・計画されている取組の内容や実施方法は、事業の目的を実現するのに十分なものとなっているか。また、具体的に計画されている等、熟度の高いものとなっているか
・現在の社会情勢や市場のニーズ・市場規模等を考慮し、ターゲットとする市場が適切に分析されているか
・対象経費は適切で補助金を有効に活用した費用対効果の高い計画となっているか













































④事業の先進性、優位性
※様式は、適時枠の幅を広げてご記入ください。
※図や表を用いながらの記載でも結構です。
※記入のポイント
・開発または販路開拓を行う商品、サービス、ビジネスモデルに、独創性や先進性、優位性があるか






⑤事業のモデル性（本県経済への波及効果等）
※様式は、適時枠の幅を広げてご記入ください。
※図や表を用いながらの記載でも結構です。
※記入のポイント
・国内外の需要の開拓・獲得や、地域内での経済循環の促進につながるなど、本県経済の活性化、雇用創出の面から高い効果が期待される計画となっているか。全県的なモデル事例となり、他の事業者の取組の参考・励みになるか
・県や地域の施策との連携による相乗効果が期待できる内容となっているか



⑥事業化の実現可能性
※様式は、適時枠の幅を広げてご記入ください。
※図や表を用いながらの記載でも結構です。
※記入のポイント
・補助事業終了以降、事業化に向けての計画が具体的に検討され、持続的かつ発展的な事業展開が見込まれるか
・事業化にあたっての課題の押さえとその回避策は適切に検討されているか







３．その他
	※支援機関（事務局、商工会議所、商工会、金融機関等）との相談経過等があれば記載ください。




